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炭素偏析の可能性に
関する調査
（電力会社の調査）

A:除去する製造要領
の確認

B:濃度分析が実施

C:モックアップや
比較検証

D:除去量、予測式

★製造工程だけが調査
され、実物の直接測
定がない
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２０１６年１１月２２日原子力規制庁公表資料
（１０月３１日までの電力よりの報告に基づく）

PWR(21炉) BWR(24炉) 合計(45炉)

Ａ 151 183 334(86.5%)

Ｂ 5 9 14(3.6%)

Ｃ 11 19 30(7.8%)

Ｄ 0 0 0(0%)

対象外 6 2 8(2.1%)

合計 173 213 386(100%)
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製造工程
の概略
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押湯
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炭素
偏析部

炭素濃度



実測最大値0.37%（0.39%）
(3σ⇔存在確率約0.0014)

予測値0.29%
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実
物
の
頭

19%+5%
=24%

Top側切捨量及び加工量が30%を相当に超えても、
0.37%というばらつきを考慮すれば、相当に高い濃度
になっている。
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ケース１～４の確認方法
規制庁・荒木真一・原子力規制企画課長「九電が自己申告してき
た0.26%を予測式で確認してみたところ、0.2～0.3のいずれかにな

り得るというのが、今回の日本鋳鍛鋼の予測式で得られる結果だ」
（政野さんによる）。

2016年11月16日
日本鋳鍛鋼KK
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九州電力
2016.10.31
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フランスでは実測で問題
が出ているのに？？？
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結論

炭素偏析（濃度）は、製造過程の分析・予測に
よって「確認」しているだけ。

実物の非破壊検査や実物測定によって確認し
なおすべきだ。
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